
 

 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに                                                                                                                                                    
    前稿では、大分市中心市街地における商業環境と買物歩
行者の現況について考察した。 
 本稿では、この結果をもとに店舗最適配置モデルの基礎
的データとなる、歩行者の業種間歩行パターンを導出する
ことを目的とする。 
２．研究の流れ２．研究の流れ２．研究の流れ２．研究の流れ                                                                                                                                                
１． 中心市街地内に立地する店舗を２７業種に分類する。 
２． 第二に、前稿で得られた歩行者の買物行動データ中の

立寄り店舗データを、その分類に従って類型化を行う。 
３． 連続して立寄った業種の組み合せを業種のコンビネ

ーションとして抽出し、集計する。 
４． 集計結果で５度数以上得られた２業種に立寄った来

街者を選出する。 
５． 選出した各歩行者の歩行距離を計測し、平均したもの

を業種間平均歩行距離として導出する。 
６． 業種のコンビネーションと業種間平均歩行距離のデ

ータより、組み合せに相関の見られる３つの業種を空

間上に配置し、業種間歩行パターン図を作成する。 

３．業種のコンビネーション３．業種のコンビネーション３．業種のコンビネーション３．業種のコンビネーション                                                                                                
 表１より、洋服-洋服、洋服-雑貨、洋服-靴、洋服-服飾
品がそれぞれ 55、30、28、28度数と、洋服との繋がりが
大きい。洋服の次に度数の高いものとして、書籍-洋服、
書籍-雑貨、書籍-書籍がそれぞれ 16、15、14度数とあり、
来街者が買物行動をする上で立ち寄る業種には、洋服と書

籍を軸として買物行動が行われていると考察できる。 

表２は、来街者が１回の買物行動で立寄る３業種の組み

合せをクロス集計したものである。表２より、３業種の組
み合せの内、すべての組み合せにおいて洋服と繋がりを持

っている。これは、表 1の考察で述べた洋服を軸としてい

ることと同様の結果を示している。 
４．業種間平均歩行距離４．業種間平均歩行距離４．業種間平均歩行距離４．業種間平均歩行距離                                                                                                                
 業種間平均歩行距離（表３参照）において、洋服から洋
服への組み合せは５５ポイントと多いものの、平均歩行距
離は１５３m とあり、比較的長い。他の組み合せについて

も考慮すると、決して度数の大小と歩行距離の長さについ

て相関関係関係はあるといえない。 

５．業種間歩行パターン図５．業種間歩行パターン図５．業種間歩行パターン図５．業種間歩行パターン図                                                                                                        
□業種間歩行パターン図について□業種間歩行パターン図について□業種間歩行パターン図について□業種間歩行パターン図について    
業種間歩行パターン図（以後パターン図）とは、コンビ

ネーションを持つ３業種相互の配置距離関係を空間上に
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A study on The Best Position of Retail Stores Model based on shopping behavior (part２) 
(Making of Walking the Retail Trades Pattern) 
                                                                            KADOHISA Fumitsugu et al.

生 保 菓 外 呉 洋 靴 カ 飾 時 メ 書 玩 写 楽 C 花 家 雑 化 寝 電 通 娯 理 仏 贈
生鮮 2
保存 6 0
菓子弁当 1 2 0
外食 5 1 1 1
呉服 0 0 1 0 0
洋服 19 3 3 16 1 55
靴 0 1 2 2 0 28 2
カバン 0 0 1 2 0 12 12 1
服飾品 2 0 0 1 0 28 4 7 2
時計 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1
メガネ 1 0 3 1 0 2 0 0 0 0 0
書籍文具 8 2 3 8 0 16 7 2 5 1 0 14
玩具レジャー 0 0 1 1 0 4 1 1 1 1 0 1 1
写真 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0
楽器 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
CD 1 0 1 2 0 14 2 1 2 2 1 12 0 1 0 6
花 0 0 0 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
家具 0 0 1 0 0 4 2 1 0 0 0 5 1 0 0 1 0 2
雑貨 2 0 0 1 1 30 1 1 3 0 0 15 5 2 0 3 1 4 8
化粧薬品 3 0 1 0 0 10 0 3 4 1 0 2 0 1 0 0 0 0 1 0
寝具 2 0 1 1 2 0 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2 0 0
電気 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0
通信 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
娯楽 1 1 0 2 0 6 1 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1
理容美容 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
仏壇 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
贈答品 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表１ 業種間クロス集計 

注）数字は度数（人）を示す 

度数（人） 三元組合せ
9 洋服・雑貨・書籍
8 洋服・靴・服飾品
8 洋服・靴・書籍
8 洋服・生鮮・外食
7 洋服・雑貨・靴
7 洋服・靴・カバン
7 洋服・服飾品・カバン
6 洋服・靴・外食
5 洋服・生鮮・書籍
5 洋服・外食・カバン
5 洋服・外食・書籍

表２  三元クロス集計 

1. 中心市街地内に立地する店舗を 27 業種に分類 

2. 買物行動データ中の店舗データを 27 業種に類型化 

3. 連続して立寄った業種の組み合せを抽出し集計 

4. 5 度数以上得られた 2業種に立寄った来街者を選出 

5. 2 業種間の歩行距離の計測を行い平均化したものを
業種間平均歩行距離として導出 

6. 組み合せに相関の見られる 3業種を空間上に配置し、 
業種間歩行パターン図業種間歩行パターン図業種間歩行パターン図業種間歩行パターン図を作成 

図１ 業種間歩行パターン図作成までの流れ
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表したものである。パ
ターン図は、３業種を

基礎とするミクロ的

なものである。この発
展型として、パターン

図として得られたデ

ータを組み合せて、3
業種だけでなく多業

種を繋げてよりマク

ロ化することで、中心
市街地全体を考慮で

きる配置計画とする

ことができる。これを
店舗最適配置モデル

として構築するため

の基礎的データとして用いることができる。 
□考察□考察□考察□考察    
図２は、３，４３，４３，４３，４から導出したものである。 

はじめに、業種の組み合せに関する視点から考察する。
パターン図は、表２より得た１１通りある業種の三元組み

合せの内、７通りの組み合せを導出できた。このことから、

コンビネーションがあるものを繋ぎあわせた結果として
パターン図が構築されていることが分かる。そして、１０

通りある内９通りが「洋服」、７通りが「書籍」を含むパ

ターン構成をしていることから、商店街を回遊する上で、
来街者の多くが洋服と書籍の２業種に立寄りながら買物

行動を行っていることが考察できる。 

次に、業種の位置関係に関する視点から考察する。前述
したように、業種のコンビネーションの度数と歩行距離の

関係には必ずしも相関があるとは言えないため、配置計画
に際して、業種の組み合せを念頭に置いて考慮することが

必要である。例えば「洋服-靴-カバン」の３業種は、他の
パターン図に比べて狭い範囲で空間上に配置している。こ
れは、3業種の商品が装身具ということで、買物行動が円
滑に行われていると考慮できる。そのため、このパターン

図の配置の計画を行う際には、中心市街地全体を考えて計
画するよりも、1商店街の中でのミクロ的計画に適してい
ると考えられる。２つ目の例として「洋服-外食-書籍」を
挙げる。これらの業種の配置は、「洋服-靴-カバン」に比べ
て広範囲に空間上に位置している。そのため、これら３業

種は中心市街地内をより広範囲に回遊させることを目的

として、マクロ的配置計画として検討するべきである。 

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ                                                                         
パターン図は、空間上に３業種の連続性の結びつきによ

って配置させることで視覚化した。それにより、パターン
図を空間上から実際の街路リンクに貼り付けて、市街地の

店舗分布を考慮することができる。このことは、空き店舗

対策についての検討をする上で、業種の配置計画の提案を
行うことができるデータになりうる。 
本研究で導出したパターン図は、9業種を対象とした 10
パターンである。全部で 27ある業種のうち 9業種と、ア
ンケート票数の関係から全ての組み合せについて作成す

ることができなかった。このことは今後の課題として残り、

更なる票数を調査して得ることで、パターン図の精度を高
めていく必要がある。 
店舗最適配置モデルを構築する為には、店舗を最適配置

させるデータの導出手法を見出すことや、より発展したデ
ータの収集を行うことが必要である。 

度数（人） 業種 業種 平均距離(m)
55 洋服 洋服 153
30 洋服 雑貨 87
28 洋服 靴 48
28 洋服 服飾品 100
19 洋服 生鮮 70
16 洋服 外食 134
16 洋服 書籍 85
15 書籍 雑貨 110
14 書籍 書籍 167
14 洋服 ＣＤ 173
12 洋服 カバン 83
12 カバン 靴 23
12 書籍 ＣＤ 61
8 生鮮 書籍 71
8 外食 書籍 153
8 雑貨 雑貨 143
7 カバン 服飾品 46
7 靴 書籍 79
6 洋服 娯楽 232
6 ＣＤ ＣＤ 148
5 生鮮 外食 32
5 服飾品 書籍 133
5 書籍 家具 80
5 レジャー 雑貨 89

表３ 業種間平均歩行距離 
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図２  業種間歩行パターン

日本建築学会大会学術講演梗概集
（関　　東） 2 0 0 1 年 9 月


	doPageSpawn

	P1: 
	toyoTem: 
	id: 7076
	pg: −151−


	P2: 
	toyoTem: 
	id: 7076
	pg: −152−




